
どのように祈ればよいのか

どのように神に話しかけるのか祈りとは、神に話しかけることです。聖書では神が私たちに語りかけてい
ます。祈りについて聖書が教えていることを学んでください。「さて、[イエス]はある場所で祈っておら
れた。祈りが終わると、弟子の一人がイエスに言った。『主よ、私たちにも祈りを教えてください。』」
（ルカの福音書11章1節）。イエスが弟子たちに教えられた、その祈りを祈りましょう。聖書は、祈りには
賛美、感謝、告白、願い求めがあると教えています。賛美は、神を高く揚げ、崇め、栄光を帰します（詩編
34篇1~3節）。「私はあらゆるときに[主]をほめたたえる。私の口にはいつも主への賛美がある。」（へブル
人への手紙13章15節）。感謝は、主がしてくださったことゆえです。「主に感謝することは良いことです」
（詩編92篇1節）。告白は、私たちの罪ゆえに必要です。「もし私たちが罪を告白するなら、神は真実で正
しい方ですから、その罪を赦し、私たちをすべての不義からきよめてくださいます」（ヨハネの手紙第一
1章9節）。神にあなたの願いをささげなさい。願い求めるようにと神が招いておられるからです。「感謝を
もってささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい」（ピリピ人への手
紙4章6節）。霊的な必要と物質的な必要を神に満たしていただくよう願い求める祈りは、マタイの福音書
6章9~13節の主の祈りの中にあります。祈りは、生ける神に話しかけるために、あなたに与えられた特権
であり機会です。「主の目は、正しい人たちの上にあり　主の耳は　彼らの叫びに傾けられる」（詩編
34篇15節）。「それゆえ　敬虔な人はみな祈ります。」（詩編32篇6節）

どこで祈るべきか礼拝堂や集会で祈るのは良いことです。しかし、イエスはこう言われました。「神は
霊ですから、神を礼拝する人は、御霊と真理によって礼拝しなければなりません」（ヨハネによる福音書
4章24節）。効果的な祈りは、物理的な場所に左右されません。イエスは、こう言われました。「また、祈
るとき偽善者たちのようであってはいけません。彼らは人々に見えるように、会堂や大通りの角に立って祈
るのが好きだからです。まことに、あなたがたに言います。彼らはすでに自分の報いを受けているのです。
あなたが祈るときは、家の奥の自分の部屋に入りなさい。そして戸を閉めて、隠れたところにおられるあな
たの父に祈りなさい。そうすれば、隠れたところで見ておられるあなたの父が、あなたに報いてくださいます」 
（マタイの福音書6章5~6節）。効果的な祈りは、どこで祈るかに左右されません。あなたの心の状態にかか
っています。公の場で祈り、個人的にも祈りましょう。

ひざまずいて祈るべきか イエスも、パウロも、そしてダニエルもひざまずいて祈りました（ルカの福音書 
22章41節、使徒の働き20章36節、ダニエル書6章10節）。ひざまずいて祈りましょう。しかし、聖書に記さ
れた他の人たちは、立って、天を仰いで祈った者、両手を広げたり高く上げたりして祈った者、地にひれ伏
して祈った者、また壁に向かって祈った者もいます。祈りにおいて、からだの姿勢が意味をもつのは、それ
があなたの心の状態を表す限りにおいてです。

どのように祈るべきか祈りにおいては どのように祈るか は、何を祈るか と同じくらい、ありいはそれ以上
に重要です。聖書的な祈りとは、こころを開いてありのままを神に注ぎ出すことです。神に無理に願いをか
なえさせるような、特別な祈りの言葉や文句の組み合わせは存在しません。聖書が示す祈りの教えや実例に
は、次のようなものがあります。

感謝のこころで（テサロニケ人への手紙一5章18節）
誠実に、機械的にではなく（イザヤ書29章13節）
無意味な繰り返しなしに（マタイの福音書6章7節）
率直に、まっすぐに、誠実に（イザヤ書37章14~17節）
献身をもって、粘り強く（コロサイ人への手紙4章2節、ルカの福音書11章5~10節、18章1~8節）
絶えず、たゆまず（テサロニケ人への手紙一5章17節）
力を尽くして（ローマ人への手紙15章30節）
他の信者と心を一つにして（マタイの福音書18章19~20節、テモテ人への手紙一2章 8節）
大いなる信仰をもって（ヤコブの手紙1章6~7節、へブル人への手紙11章6節）
神の御心にしたがって（ヨハネの福音書15章7節、ヨハネの手紙第一5章14~15節）
イエスの御名によって、その御心にかなって（ヨハネの福音書14章13節、15章16節）
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何のために祈るべきなのか主の祈りで、イエスは弟子たちに、日々の物質的な必要と霊的な必要のために祈
ることを教えました。ヨハネの福音書17章で、イエスはご自身と弟子たち、そして世界のために祈られまし
た。イエスは、御名によって父にささげられ、御心にかなった信仰に満ちた祈りは、必ず答えられると約束
されました（ヨハネの福音書15章7節16節、16章23節、ヨハネの手紙第一5章14~15節）。何のために祈る
べきなのか、聖書にあるその他の教えや実例には次のものがあります。

知恵を求めて（ヤコブの手紙1章5節、歴代誌第二1章7~12節）
霊的な繁栄を求めて（コロサイ人への手紙1章9~12節）
あなたを苦しめる人たちのために（ルカの福音書6章28節）
癒やしを求めて（ヤコブの手紙5章14~15節）、ただし、すべての人に与えられるわけではない 
（コリント人への手紙第二12章7~9節）
お互いのために（エペソ人への手紙6章18節、ヤコブの手紙5章16節）
為政者のために（テモテへの手紙第一 2:1-2）
日々の糧を求めて（マタイの福音書6章11節、マルコの福音書6章41節・8章6~7節）
キリストを必要としている人々のために（ローマ人への手紙10章1節）
福音を宣べ伝える働き手のために（マタイの福音書9章37~38節）
福音のために門が開かれるように（コロサイ人への手紙4章3~4節）

神はあなたの祈りを聞き、答えてくださいます。祈りのための神の条件を満たせば、神はあなたに答えてく
ださいます。神は、祈りをかなえてくださるか 遅れてかなえてくださるかかなえてくださらないかです。 
また神は、願いや思いをはるかに超えて与えてくださることがあります（エペソ人への手紙3章20節）。 
遅れがあるのは、神の答えにあなたや他の人を備えるためかもしれません。祈りが最後には退けられる こと
もあります。神を信じ、神の答えを全面的に信頼して祈りましょう。 

あなたの動機は重要です。「求めても得られないのは、自分の快楽のために使おうと、悪い動機で求めるか
らです。」（ヤコブの手紙4章3節） 

夫は妻を大切にしなさい。聖書は次のように教えています。夫は、キリストが教会を愛されたように妻を愛
し、妻を大切にし、理解を示し、いのちの恵みをともに受け継ぐ者として、妻を敬わなければなりません。
「そうすれば、あなたがたの祈りは妨げられません。」（ペテロの手紙第一3章7節）

人を赦しなさい。赦さない心は祈りの妨げになります。あなたが人を赦すことは、神から受けるべき赦しを示
すものです（マルコの福音書11章25節、マタイの福音書5章23~24節、6章12~15節）。正しく歩みなさい。

神の御前に霊的に清くありなさい。そうすれば、あなたの祈りは大きな力を発揮します。「心の直ぐな人の
祈りは主に受け入れられる」（箴言15章8節）。しかし、人が神の律法から離れるなら、「その祈りさえ、
忌み嫌われる」（箴言28章9節）。神は、あなたを守り、備え、完成へと導かれます。拒否や遅れは、あな
たの益となることがあります。 

自分を傷つけることを、そうとは知らずに求めているとき、神はあなたを守ってくださいます。神は、
あなた以上にあなたのことをよくご存じです。時に神が祈りを拒否されるのは、神があなたの将来をご存じ
で、何があなたにとって最善かを知っておられるからです。時に、神の答えに備える時間を与えるために、
遅れがあることがあります。時に、神の拒みや遅れは、あなたの信仰を強めるためです。神の答えを、信仰
と感謝をもって受け入れましょう。神は、ご自身のなさっていることをよくご存じです。神に語りかけまし
ょう。神は聴いておられます。祈りましょう。

「すべてのことにおいて感謝しなさい。これが、キリスト・イエスにあって神があなたがたに望んでおられ
ることです。」（テサロニケ人への手紙一5章18節）
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